




















月から 11 月の 4 か月で 1259 サンプルを回収できて、この結果が本プロジェクトの基礎データ
となった。2 年目は、新たな生活習慣病予防サービス及び健康管理サービスの可能性を検証す
るために、株式会社ファンケルがリリースした「ファンケル健康増進プログラム」を多摩市職
員 23 名、多摩大学教職員 31 名、計 54 名に対して実施し、その効果を検証した。
「健康まちづくり産業」の研究③
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　測定含めて拘束時間が約 1 時間にも上るイベントであったが、3 回のイベントの参加者は合
計 168 名、複数回参加者となるリピーターも含めると、延べ参加人数は 240 名にのぼった。各
回ともリピーターとともに新規参加者の参加も認めたため、そのような結果となった。
　最終回において、リピーターは、2 回参加者（第 1・2 回参加者と第 2・3 回参加者の合計）















100.0 51.8 42.9 43.5
168 87 72 73
1 回参加者
100.0 41.9 29.5 28.7
129 54 38 37
2 回参加者
100.0 57.1 64.3 78.6
14 8 9 11
3 回参加者
100.0 100.0 100.0 100.0
25 25 25 25
　表 2 のとおり、2 回以上参加したリピーターは 39 名で、この内訳をみると、30 ～ 60 代の働






それぞれのイベント前に測定する BMI（ボディマス指数）が、1 回目から 2 回目、2 回目から






計 若者層 働き盛り層 シニア層 無回答
TOTAL
100.0 10.3 48.7 28.2 12.8 
39 4 19 11 5
健康不安層
100.0 13.0 60.9 21.7 4.3 
23 3 14 5 1
健康安心層
100.0 6.7 33.3 40.0 20.0 
15 1 5 6 3
3．まとめと今後の展開
　3 年間の共同研究の成果をまとめると、健康づくりのターゲットは、年齢や現在の健康状態
を問わず、将来の健康に対する不安を持っている「健康不安層」であり、このような人たちに
参加してもらうためには、そのターゲットがいる場所に積極的に出かけて働きかける必要があ
る。行政の健康サービスの場合、市役所や健康センターなどで「待っている」形をとることが
多いが、今回グリナード永山のような商業施設の協力を得られたことは大きかった。また、健
康づくりへの参加のきっかけや継続の条件として、「楽しさ」「適切さ」「ゆるさ」というのが
重要であることがわかった。
　最終年では、産（ファンケル、グリナード永山）、官（多摩市　健康推進課、健幸まちづく
り推進室）、学（多摩大学の教員、学生）、民（永どんサポーターズクラブ）の協創による取り
組みとなり、それぞれのプレイヤーが、それぞれの資源と得意なものを持ち寄ったことが成果
の要因となっている。新しい産業づくりという点でも大きな一歩を踏み出せたといえる。
　「健康まちづくり産業」プロジェクトは、3 年間の研究成果をもとに、2018 年度からは、新
しい研究をスタートさせている。今回も株式会社ファンケルと連携した「多摩地域の中小企業
における健康経営に関する研究」というプロジェクトである。これまでの研究で健康づくりを
個人ではなく、チームで行うことの効果が確認されているが、それを職場単位で行うという取
り組みの可能性を検討していく。多摩信用金庫の協力のもと、多摩地域の中小企業に参加を呼
びかけ、地場の住宅メーカーのアクションリサーチを実施することとなった。このプロジェク
トを通じて、さらに「健康まちづくり産業」を進化させていきたい。
